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葦 森 の 風
地域学習発表会のようす
今年で９年目を迎えた、３年生の「地域学習発表会」が、10 月 18 日に開催されました。足守地域の特色

を生かし、今後さらに発展させていくために、どのようなことを地域として、取り組んでいけば良いかとい
うことを、中学生の視点でとらえ、地域の方々に提言をしていくという会です。昨年度から、足守幼稚園・
足守小・蛍明小の４校で、系統表を作成し、中学校区で１１年間の一貫教育として位置づけています。

今年度の提言のテーマの一例を挙げると、『足守川の水質と農業への影響』『絵本で広めよう「足守」』『祭と
花火を通して「福谷」を知ってもらおう』『銀色の宝石に魔法をかけて』『Ｂ級グルメを作ろう』『足守の観光
スポットを全国に広めよう』『廃校になった校舎の利用法』『足守のホタルを守り増やすために』・・・などな
ど、どれも地域に密着した提言でした。１５グループの中から、当日は６グループに発表してもらいました。
また、来年度はＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）に関するユネスコ世界会議 が岡山市と愛知県・名

古屋市で開催されます。そのテーマは～この地球で みんなが ずっとずっと 幸せでいられるように～
というものです。足守中学校区の２小・１中もこの取り組みに参加しています。３年生の「地域学習発表会」
での調査や提言はまさに、未来につないでいく学びを目指しています。そして、幼稚園・小学校と連携して
学んでいる学習の集大成がこの発表会になっています。

来賓として、連合町内会長、岡山西商工会代表、足守地域センター所長、公民館長、福祉交流プラザ大井
館長、近水観光振興会代表、地域コーディネータ、岡山市ＥＳＤ世界会議推進局代表の方々にお越しいただ
いて、実りの多い発表会ができました。また、足守地域の活性化を目指して、生徒の手作りによる、特産品
を使っての、スイーツやＢ級グルメの試食も用意され、来賓の方々も感心し、喜んでくださっていた様子で
した。
３年生のみなさん本当によく頑張りました。後輩たちにしっかりとつないでいくことが出来たと思います。

作文コンクール２年連続の快挙

10 月３日、岡山市作文コンクールが開催されました。
市内約４０校の１・２年生の代表生徒が集まり、当日提示された課題につ

いて、その場で制限時間内に作文を書き上げるというコンクールです。
今年は、１年生 山本 海くん、２年生 福光 愛実さんが足守中学校代

表で参加しました。山本君は「入選」、福光さんは「教育長賞」を受賞する
ことができました。「教育長賞」は全体の第３位にあたる素晴らしい賞です。
昨年度の杉本 さらさん（現３年生）に続いて、足守中学校から２年連続で
「教育長賞」をいただくことができました。おめでとうございます。 ２年 福光愛実さん

１年 山本 海くん
【今年度の課題】１年「私が夢中になれること」 ２年「物の豊かさ」でした。


